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深川東京モダン館の情報誌 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モダン館だより 
深川東京 

 深川東京モダン館は、平成 21 年 10 月 10 日に江東区の観光と文化の拠点施設として誕生しました。 

かつては、江東区の福祉作業所、東京都の授産施設であったこの建物、そもそもは今からちょうど 80

年前、昭和 7 年(1932)に東京市社会局が設置した公衆食堂まで遡ることができます。関東大震災後のう

ち続く不況を受け、低価格で栄養のある食事を提供するべく、東京市が社会事業の一環で設置したので

す。 

 現在、モダン館では、江東区文化観光ガイドが国登録有形文化財となっている館内を案内するとと

もに、1 日 2 回(11:00～、14:00～) 1 時間程度の周辺まちあるきガイドを行っております。また、月末

の土曜日には三遊亭圓橘師匠の落語会が行われ、不定 

期ながら週末には喫茶「にちよう」でゆったりくつろぐ

こともできます。それ以外にも、おきがる講座や企画展

示、子供向けのワークショップ「ふかニコカフェ」など、

さまざまなイベントが催されています。 

この「深川東京モダン館だより」は、今後毎月刊行し、

館で行われるイベントの紹介をはじめ、モダン館に関連

した情報を載せていきますので、どうぞお手にとってご

覧下さい。 
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モダンな食堂 
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おきがる講座 
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イルフな時間 

24 

講演会竹久夢二 

25 

休館日 
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圓橘の会 

7/1 

喫茶にちよう 

開館時間 10：00-18：00（金・土曜日は 19時まで） 

 

６月のカレンダー 

平成24年6月 創刊号 
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６月の催し物 

第 300 回  「深川の師匠」三百回記念の落語会 共催 

6 月 30 日（土）15 時～（開場 14 時半） 

出 演 三遊亭圓橘･橘也 

演 目 一、あくび指南 粋の極み 

    一、山崎屋 野暮とは？ 

料 金 予約 2,000 円 当 日 券 2,500 円 

※あすなろ書房発行“中学生までに読んでおきたい哲学” 

『はじける知恵』の本が当る抽選会がございます。 

 ゲスト 本の編者 松田 哲夫先生 

※お申込みはお電話 03-5639-1776 または info@fukagawatokyo.com まで 

モダンに親しむ講演会 竹久夢二の生涯 主催 

6 月 24 日（日）14 時～16 時 

竹久夢二は美人画家として知られていますが、生涯における創作活

動は、装飾図案、写真、人形制作など多彩なものでした。「夢二式」

の美人画の源泉となる女性たちを紹介しながら、その生涯をたどり

ます。 

講 師 西 恭子（女子美術大学） 

料 金 1,000 円 

※お申込みはお電話 03-5639-1776 または info@fukagawatokyo.com まで 

次回講演会は 7 月 29 日（日）西先生による「知られざる夢二」です 

 モダンな食堂へようこそ 主催 

6 月 16 日（土）・17 日（日） 11 時半 ～ 16 時 

国登録有形文化財建造物の「モダン」な食堂で、大正、昭和の 

カフェーメニューレシピを再現！ 

今月のレシピは 「ポークボール」です 

限定 20 食（各日・なくなり次第終了となります） 

料金 1,000 円（サラダ、デザート、ドリンク付） 

 
おきがる講座 主催 

コーヒーを飲みながら江東区の歴史、「歴史」「近代」とは何

か、また食の歴史についてお話しします。 

Salon de ふかがわ 6 月 8 日（金）14 時～ 16 時 

内 容 渋沢家の福住稲荷神社 

講 師 龍澤 潤( 深川東京モダン館) 

Salon de モダン 6 月 22 日（金）14 時～ 16 時 

内 容 世界史を学び直そう～ヨーロッパとイスラーム 

講 師 渡 辺 賢 一 郎（深川東京モダン館） 

料 金 各回 500 円（1 ドリンクつき） 

申 込 当日館にお越しください 

貸館  

Flower Circle 

Printemps Exhibition 

"Rose Week" 

フラワーサークル 

プランタンの作品展 

6 月 2 日(土)10 時～18 時 

6 月 3 日(日)10 時～16 時 

深川東京モダン館 2 階 

 

 

 
写真は 5 月開催分「ロール、キャベーヂ」です 

貸館  

武井武雄作品に囲まれたお噺会 

イルフな時間 
6 月 23 日（土） 

12 時半～16 時半 

入場無料・絵本見放題 

おはなし会 13 時・14 時・

15 時（各 30 分） 

昭和の絵本・蓄音器も！ 

『婦人グラフ』の表紙絵（1926 年） 

※主催・共催 当館主催または共催の催し物です。 

※貸館 貸会議室・多目的スペース（4 ページ）をご利用い

ただく方による催し物です。 
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昨年の東日本大震災で自然の猛威を全ての人が体感し、今年の歌会始めのお題「岸」、天皇陛下は何度も現地を見

舞われて帰途上空より海を望み当時の荒れ狂った海に今の穏やかな様子を詠まれた。 

「津波来し時の岸辺は如何なりしと見下ろす海は青く静まる」 

今から 620 年前室町時代から皇室の和歌所で国民の幸せを和歌に託した宮中行事。 

 気仙沼で津波の被害に遭われ家も大切な船もすべて失った人々の一言に「津波を恨みません。自分たちは海に生

き、海と共に暮らして来た。これからも海と共に生きていきます」と当時支援に伺った人に語っていた。台風で川

が氾濫し、大きな災害を受けた山間部に住む人も山に生き山と共に生きてゆくことでしょう。 

 私たちは大自然の中で生かされている存在です。 

 昨年の富岡八幡宮の本祭りが順延し、今年の挙行となり、お祭りは信仰的に災難除けの神事といわれ、鎮魂と祈

りを込めて 8 月に盛大に行われる喜びを共に分かちあいたいと願っています。江戸勧進相撲発祥の地、富岡八幡宮

を拠点にあでやかな辰巳芸者の手古舞や鳶の頭衆の木遣りを先頭に 50 余基の神輿に沿道から水を掛けながらの連

合渡御は勇壮無比。祭り気分を盛り上げる。 

 岩手県平泉町では今を去る 900 年前、藤原清衡が江刺から平泉に居を移したことを祝して、平成 7 年「甦れ黄金

の平泉祭」を企画した。当初歴史的所縁のある鎌倉の鶴岡八幡宮に神輿渡御を依頼したが文化財的神輿のため遠征

ができず、富岡八幡宮に声がかかった深川の神輿総代連合会代表が指揮をとり、平野、三好、白河他町会から三尺

神輿と 160 人の担ぎ手一行はお祓を受け、平泉に出発。八幡宮の分霊（わけみたま）が納められ、翌日会場の観自

在王院跡で富岡宮司と地元宮司による安全祈願が執り行われ、深川神輿の担ぎ手達全身の気迫とワッショイの掛け

声と同時に水が飛び交じり雰囲気が一気に沸き立った。地元の人々は初めて体験する水かけ祭り、平泉、水沢、一

関の神輿が連らなって、中尊寺、金色堂を目指し、3キロの道のりを一気に駆け上がった。 

 平成 20 年の本祭りには中尊寺の管主と平泉町長を始め神輿と共に 160 人の担ぎ手が参加した。5年毎に深川から

も神輿と 100 人以上の担ぎ手が遠征して、水かけ祭りが平泉に定着した。 

 特に今年は被災地の気仙沼に近く世界遺産になった中尊寺平泉町から被災された人々を含め神輿と共に 160 名が

連合渡御に参加することになっており、平野、三好町前後の順番が予定されている。威勢の良い深川の本祭りを機

に、東日本の被災者に更に勇気と元気が発信されることを祈念します。 

 江東区には国の史跡、都、区の有形無形の歴史的文

化財の宝庫として神社仏閣をはじめ更に新名所も誕生

し、新旧の案内も要望に応じています。 

 国登録有形文化財の建物「深川東京モダン館」と「亀

戸観光協会」を拠点にお正月の七福神めぐりから季節

毎のスポットガイド、年間を通した下町の案内に他区

他県からもガイド申込が増加し、文化観光とは参加者

共々に豊かな心を養う時間と思っています。  

（文 江東区文化観光ガイド 三嶽 俊司）  

深川東京モダン館では、江東区文化観光ガイドによる館内のご案内（10時～16 時）およびご希望に

よりモダン館周辺のまちあるきツアー（1時間程度、11 時・14 時出発）を行っております。 

※諸事情によりガイド不在の場合がございます。 

 

モダン館ボランティアガイドだより① 

江戸三大祭りと被災地との絆 
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「モダン館だより」創刊号（平成 24 年 6 月 10 日） 

発行 深川東京モダン館  

〒135-0048 東京都江東区門前仲町 1-19-15 

TEL 03-5639-1776    FAX 03-5620-1632 

Mail  info@fukagawatokyo.com 

ホームページ www.fukagawatokyo.com 

開館日および開館時間 

10：00-18：00（金・土曜日は 19 時まで） 

休館日：月曜日 

（月曜日が祝日の場合、翌火曜日が休館となります）。 

※なお、年末年始、展示替え等のための臨時休館があります 

貸会議室・多目的スペース 

深川東京モダン館では 2 階の多目的スペースと会議室を貸し出ししています。ミーティングやイベン

トを行うスペースなどにご利用ください。 

◆会議室 

利用日時：開館日時 利用例：社内ミーティング、商談、お花・書道・語学の教室等 

◆多目的スペース 

利用日時：開館日時 利用例：ギャラリー、イベント、社内研修、演劇の公演講演会、教室等 

 

 
多目的スペース 

販売物 

深川東京モダン館 1 階で

は、まちあるきに役立つ

ガイドブックや江東区の

文化財ガイドなどを販売

しています。 

・『まちあるき観光ガイド』

（100 円） 

・『おさんぽ案内帖』（100 円） 

・『江東区の文化財』(各 500 円) 

・江東区の名所を描いた絵は

がき（各種 1 枚 100 円・セ

ット割引あり） 

・その他、Ｔシャツ、てぬぐ

い、江戸切子など。 

百圓珈琲 

深川東京モダン館 1F

カウンターでは 100 円

のコーヒーをご提供し

ております（喫茶にち

ようの営業日を除く）。

ホットコーヒー2 種、そ

してこれからの季節に

ぴったりの「ひやし」。

まちあるきの休憩時や

会社のお昼休み中の一

服にどうぞ。 

喫茶にちよう 

深川東京モダン館２F で不定期に営業している

喫茶店です。美味しいコーヒーと米粉スイーツ、

そしてきまぐれカレーランチをご用意して皆様

のご来店をお待ちしております。 

http://nichiyou.net/wp/ 

・にちよう珈琲 

・にちよう紅茶 

各 300 円 

・きまぐれカレー 

ランチ 

単品 700 円 

セット 900 円（ドリンク付き） 

 
会議室 

※料金、ご予約（ご利用日の半年前から受

付）、詳細については、お電話またはメー

ルにてお問い合わせ下さい。 

※スクリーン、プロジェクターなど機器類

のお貸出しもしておりますのでご相談く

ださい。 

 

 

写真はイメージです 


